
◆にぎわいある街なかをつくりたい 

空き店舗や空き施設を活用したい・・・ 

【取組み課題】 

 

 

 
 
 
【取組みの目的】 

 

名 称 まちなかホット・ぶらっと推進事業 

場 所 青森県青森市古川１丁目 

取組みの 

背景 

○青森市の中心市街地では、複合商業施設アウガの整備などの活性化の取り組みにより通

行量は増加したものの、その効果を中心市街地全体に波及させる仕組みや集客拠点の整

備、多様な地域資源・観光資源を活用した通年型観光などが課題となっていた。 

○市民が楽しめる施設も必要なことから、平成19・20年度に温浴施設と立体駐車場及び隣接

する旧ホテルを再生してチャレンジショップ等を民間事業者が主体となって整備している。 

取組みの 

概要 

○温浴施設のコミュニティ形成機能に着目

し、国道 7 号沿いの古川 1 丁目にまちなか

居住を促進する補完機能施設として温浴

施設「青森まちなかおんせん」を整備。 

○温泉という地域資源を有効活用し、隣接す

る大型空きビル（旧ホテル）の再生のため

に、足湯機能を持った交流空間やチャレン

ジショップの整備等を実施し、街区全体の

魅力向上を図っている。 

 

【温浴施設・立体駐車場】 

 １～２階 温浴施設 

 ３～８階 立体駐車場 

【大型空きビル再生】 

１階   チャレンジショップ、交流空間（足湯） 

２階   多目的ホール 

２～８階 ビジネスホテル 

活用制度・

事業 

○戦略的中心市街地商業等活性化支援事業 

  ・事業期間：平成 19 年度～平成 20 年度 

取組みの 

効果 

○平成 21 年 3 月にオープン以来、新たな賑わい創出拠点として順調な集客を見せている。 

○また、来街者が減少する冬季に集客イベント等を実施することで、集客の維持・向上による

賑わい創出が期待されている。 

 

「青森まちなかおんせん」 

「青森まちなかおんせん内観」 

出典：首相官邸ホームページ 商業の活性化に取り組む事例 

東北圏の中小規模の市町村においても厳しい財政状況は続いており、市街地再開発などの大規模な開

発を積極的に展開していくことは難しいと考えられる。空き店舗や空きビル等の既存ストックを活用して都市

機能を強化していくことが必要。 

【青森県青森市】 

⇒上記の課題に対し、青森市では戦略的中心市街地商業等活性化支援事業を活用し、温浴施設・立体駐車

場整備及び大型空きビル（旧ホテル）の再生を行っている。 

問い合わせ先：青森市経済部商店街振興課 【TEL】017－761－4840


